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要旨
　千葉大学医学部・薬学部の前身にあたる千葉医学専門学校・千葉医科大学時
代の留学生の動向や帰国後の活躍について、本紀要２号（2009）、３号（2010）
で紹介した。その後も調査研究を継続した結果、戦前期の同校留学生をめぐる
新しい史料を複数得ることができた。そこで、それらを紹介するとともに、２
号に掲載した留学生名簿を更新し、当時の留学生の実態をより明らかにしよう
とする。
Abstract
In earlier issues of this bulletin ?No. 2, ???? and No. 3, ????? I have introduced 
the trends in International Students at former Chiba School of Medicine and Chiba 
Medical College—the predecessors of the present School of Medicine and Faculty 
of Pharmaceutical Sciences at Chiba University--as well as their activity after they 
returned to their countries. In the current issue I introduce many unknown materials on 
International Students of medicine and amend the list of names published in No. 2. 
I hope this will shed new light on how medical students studied and lived in the 
pre-war period.
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はじめに
　筆者は、本紀要２号（2009年３月）において、「明治～昭和期における千葉医学専門学校・
千葉医科大学留学生の動向」（以下、「旧稿 2009」と略）を発表し、266 名の留学生名簿を
作成する中で、両校の留学生の特色についてまとめた。さらに３号（2010年３月）において、
両校の留学生を素材とし「戦前期　留日医薬学生の帰国後の活動と現代中国における評価」
（以下、「旧稿 2010」と略）をまとめた（１）。
　しかし、その後も継続的な調査を続けたところ、千葉医専・医大時代の留学生に関わる
新史料を複数得る事ができた。その結果、２号に掲載した留学生名簿から洩れていた人や
「卒業後の職業」等が新たに判明したケースが少なくない数に上った。そこで、その改訂
増補をする必要を感じ、今回、再提示することとした。さらには、名簿改訂だけでなく、
千葉医専・医大留学生に関わる新史料を併せて紹介することで、近代の留学生史研究に多
少の貢献をすることを目的とする。
　本稿で紹介する史料は次の通りである。
　（1）千葉医専・千葉医大時代の留学生名簿（改訂２版）
　（2）千葉医専清国留学生発刊の『医薬学報』（1907）に見える留学生の活動
　（3）辛亥革命と千葉医専モンゴル留学生の動向
　（4）1910 年代の新聞記事に見える千葉医専留学生
　（5）太平洋戦争下における千葉医大薬学専門部の台湾留学生の回想
　（6）戦前期における台湾からの医学留学生の動向
以下では、それぞれを章に分け、史料を紹介するとともに、簡単な解説を付して行く。
（1）千葉医専・千葉医大時代の留学生名簿（改訂２版）
　筆者は、旧稿 2009 で、千葉医専・医大時代の留学生名簿を作成掲載した。その総数は
266 名にのぼったが、名簿作成の参考とした史料類、また留意点については、旧稿 2009
で行った説明（p15、22）を改めて以下に引用しておく。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　千葉医専（1901 ～ 1922 年）、千葉医科大（1923 ～ 1949 年。ただし本稿では 45 年まで
としている）時代の留学生に焦点を絞った名簿等は整理されていない。そこで、本稿では、
両校が各年の学校概要・諸データを公的にまとめていた『千葉医学専門学校一覧』および
『千葉医科大学一覧』（毎年発行）の「在籍生」、「卒業生」欄、また『千葉医学専門学校校
友会雑誌』誌上に折々掲載されていた「会員名簿」、「会員動静」を基本史料とし、さらに
当時、留学生を管轄していた外務省史料他から、千葉側史料にない人物も適宜補った。さ
らに、現在発行されている『千葉大学ゐのはな同窓会会員名簿』（医学部同窓会）、『千葉
大学薬友会会員名簿』（薬学部同窓会）とも照らして、留学生名簿を作成した。
　筆者が調べ得た範囲の266名を、①国・地域別（頭文字のＫは韓国、Ｔは台湾、無印は中国として、
88
千葉医学専門学校・千葉医科大学時代の留学生をめぐる諸史料について
それぞれ通し番号を付けている）、②医薬の別、③名前、④入学年、⑤辛亥革命期の紅十字隊へ
の参加の有無（２）、⑥卒業年、⑦出身地、⑧卒業後の勤務先、の８項目に分けて一覧にした。
　本表の順列については、最上位のカテゴリーに入学年を置き、次に医薬の別、その下に
国別。国別の中では、卒業年次ごとに並べ、中退者は下位のカテゴリーに置いた。なお、
千葉医専、医科大が正式な書類（文書）として作成したはずの『学校（大学）一覧』に氏
名がないのに、中国側が作成した名簿や日華学会（外務省の依託を受け、留学生の諸支援
をしていた）の書類などに名前が見えるものも本表に加えている。つまり、データによっ
て、人物の把握が異なることが少なくないのだが、本稿においては、各種史料中に看取で
きた者を可能な限り最大数に拾い上げることを基本方針に作表した（３）。
　「中退年」については、『一覧』などの在籍者名簿から名前が削除された年をもって「中
退年」と見た。医専時代の『校友会雑誌』『一覧』などの史料は、入学卒業に際し、学生
の名前をすべて挙げている場合が多いため、一人の学生の入学卒業年などの履歴を追跡す
るのは易く、必然的に「中退者」も確認できた。ところが、医科大学の『一覧』では、学
生の情報が相対的に少なくなり、とりわけ 1930 年代末以降の学生データはほとんど確認
できなくなるため、医学部・薬学部の『同窓会名簿』（最新版）を参考とし、在籍留学生
を抽出した。しかし、これらは、ある学生が「卒業」した年を示し、「入学」した年まで
は触れていない。そのため、その時期の学生の入学年次は（逆算に基く）推定であること
と、同期入学で卒業しなかった人がいたとしても現状では拾いあげるすべがない（在籍者
数に参入できていない）ことを補足しておく。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　このようなルールで、旧稿 2009 では、266 名の名簿をまとめたのだが、のち、主に３
つの新たな史料が発見され、人名追加や卒業後の職業に関する追加をする必要が生じた。
そのため、旧稿 2010 に、「新事実補足および誤記訂正」を「補遺」として加えた（p103～
108を参照のこと）。
　その史料の一つは、中国・上海図書館所蔵の「浙江省立医薬専科学校一覧」（1937）である。
これにより、同校に所属していた千葉医専・医大出身者を、旧稿 2009 段階よりも多く確
認できた。
　二つ目は、1926 年に千葉医専の元留学生が中心になって設立した医学校「上海東南医
学院」の作成になる「東南医学院的主要留学生一覧表」である。この史料は、同学院の後
継にあたる「安徽医科大学」から 2009年千葉大学医学部にもたらされたもの（４）で、ここ
には同学院教員の日本留学経験者 58名の名が挙げられ、そのうち 28名が「千葉医科大学」
出身とされている。ところで、中国人は「字（あざな）」を異名として用いる（名前がふ
たつある）ことが多く、実際にこの 28 名も、旧名簿と異なるものが多かったが、27 名ま
では、旧名簿に掲載の人物と同定できた。また、28 名の中に「董徳新」と「董徳文」な
る人物が含まれていて、「徳新」については、旧名簿に掲載済み（No206）だったが、「徳
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文」については未確認の人物であった。よって、今回改訂版名簿を作成する際に、「入学、
卒業年次不明」、ただし「東南医大教員」として掲載することとした（No281）。
　浙江と東南医学院の２つの史料から、両校に勤務経験を持つ OB をより多く把握できる
ことになり、それらは今回の改訂名簿の「帰国後の職業」欄に反映させている。
　三つ目は、『千葉薬学会誌』である。千葉医学専門学校は「大学令」により、1923 年に
千葉医科大学となったが、それと同時に千葉医専薬学科は千葉医科大学附属薬学専門部と
なり、その機関雑誌として 1923年 12 月から発刊されたのが『千葉薬学誌』である。ただ
千葉大学附属図書館には同誌が無く、旧稿 2009段階では未把握の史料であった。しかし、
のち千葉県立中央図書館に、１号から 18 号（1936 年発刊）までが所蔵されていることが
分かり、確認すると、留学生情報に関し、旧稿 2009 とは異なるものが少なからず含まれ
ていた。詳細は、旧稿 2010（p106）に譲るが、大きな変更点は、出身を「中国」あるいは「不明」
としていた人物の中に、「台湾」出身者が多く含まれていたことである。それらも、今回
の改訂版で修正を図った。
　さて、旧稿 2010 で、留学生名簿に関わる上記の修正を加えたのだが、その後、さらに
３つの史料を得て、戦前期の留学生をめぐる新たな情報を得ることができた。
　一つは、1944年９月に千葉医科大学附属薬学専門部を卒業された廖継思氏（1924年台湾・
台中生まれ）からもたらされた情報である。廖氏は 2010 年７月に、日本語による自叙伝
『いつも一年生』を発刊された（全 232 頁。財団法人台北市台中一中校友会文教基金会発
行）が、同書は太平洋戦争下の薬学専門部や千葉市内の様子、また台湾留学生たちの生活
についても活き活きと描きだす好著である。そして、奇遇にもその後「千葉大学校友会台
湾支部」を通じ、廖氏と直接連絡を取ることを得て、廖氏から懇切なお手紙とともに、「戦
前期の千葉医科大学附属薬学専門部卒業生の動向」という一覧をいただくことができた。
　それによると、廖氏が把握している戦前期の千葉薬学を卒業した人物は 15 名とのこと。
そのうち一人は、中国・江西省生まれで 1913 年に千葉医専薬学科に入学し、16 年に卒業
した潘経（名簿 No117）で、大戦後、台湾に移住し、台北の行政署勤務また薬局経営をし
ていたと言う。残りの 14名はみな台湾出身者である。台湾出身者の通し番号とした「T ■」
の番号のみ示すと、６、７、９～ 14、17 ～ 19、24 ～ 26 がそれに当る。なお、本稿に載
せた T ８林敬栄の名前は、廖氏が示した 15 名に含まれていない。また、No.277 の王占奎
と廖氏は卒業年次が同じだが、廖氏は「占奎は知らない」と言う。薬学部の同窓会名簿に
は「王占奎」の名が確かにあるのだが、詳細は爾後の調査に待ちたい。　
　いずれにしても、廖氏からの情報提供により、2009 年作成の名簿では「不明」とする
他なかった薬学専門部台湾卒業生の戦後における経歴が、とりわけ明らかになった。この
点、廖氏には記して、深甚の感謝を申し上げたい。なお、廖氏が書かれた留学時代の回想
についても、貴重な体験談が数多く含まれるため、本稿の（5）で、その一部を紹介させて
いただくこととする。
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　二つ目の新史料は、台湾で 2011年 12 月に発刊された卞鳳奎『日治時期　台湾留学日本
医師之探討』（博揚文化事業有限公司）である。同書は、日本統治下の台湾から日本へ留
学し、のち台湾に戻って医師になった人たちを、『台湾医師名鑑』（呉銅編、台湾医薬新聞
社、1954 年）から 1140 名抽出し、その他の資料も合わせ、留日医学留学生の特色を明ら
かにした労作である。
　この 1140 名の中で、筆者が旧名簿に掲載し得た千葉 OB は、「王美木」（No172）と「鄭
光輝」（No271）の二人だけであった。また、1912 年千葉医専医学科に、台湾初の留学生
として入学した「林澄瑩」（No100）は、旧稿では、「1912 年中退」という情報しか得るこ
とができなかったが、同書から、のちに新潟医専に入り、同校を 1919 年に卒業していた
ことが判明した。
　また、旧稿では把握し切れなかった人物２名が同書には納められており、一人は、「許
子哲」（No263）、もう一人は「郭来春」（No282）である。許については、医学部に残る資
料から入学卒業年次が判明したが、郭については確認できなかった。よって、郭について
は、入学卒業年次不明として、新名簿の最後に加えておく。ちなみに、1954 年ころの資
料を用いた同書掲載の名簿では許の年齢が 37歳とされているのに対し、郭は 34歳とある
ので、入学は 1940 年前後ではないかと思われる。
　以上の卞鳳奎の著作も貴重な研究であるため、（6）「戦前期における台湾からの医学留
学生の動向」の章を設け、千葉医大に関わる点を紹介したい。
　三つ目の史料は、千葉大学医学部に、医科大学時代の学籍簿が一部残っていることが分
り、その中に「同窓会名簿」等から洩れていた人物を発見できたことである。これも、適
宜の追加を行った。
　以上、説明が煩瑣になったが、以下に総人数 282 名となった「千葉医学専門学校・千葉
医科大学時代の留学生名簿（改訂２版）」を掲げておく。
　また、今回の名簿改訂にともない、「千葉医専・千葉医科大における在籍留学生数」に
ついても、旧稿 2010 に続き、つごう三度目の改訂を加えることとなったので、それを表
２に掲げる。また、「帰国後の職業」についても、同様なので、表３（改訂三版）として
掲載しておく。参考として、二版での数値も載せているが、薬局経営や会社勤務等が増加
したのは、元台湾留学生たちの帰国後の動向が廖氏資料により、明らかになったためであ
る。
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【表１】　千葉医学専門学校・千葉医科大学時代の留学生名簿
番号国別医薬 名前 入学年 革命 卒業年 出身地 勤務先など
1 K1 朴宗桓 1899年 1903年畢業 京城 日本赤十字社→京城府　弘仁堂医
院
2 1 左起慶 1901年 1905年畢業 江蘇省 江蘇省常州起慶医院（開業）
3 K2 劉漢性 1901年 中退（1901） 京城 　　　――
4 2 葉　瀾 1902年 中退（1902） 浙江省 　　　――
5 3 劉　謙 1902年 中退（1905） 湖南省 　　　――
6 4 徐　恒 1903年 中退（1905） 江南省 　　　――
7 5 侯毓汶 1904年 1908年畢業 江蘇省 北洋軍医学校教授→南京陸軍医院
院長→北京市・北京医院（院長；
陸軍軍医）→上海市・自新医院開
業→中央防疫処科長→天津市衛生
局科長→北京特別市政府衛生局
長、中華医薬学会会長、北京医師
会会長→平原省衛生局顧問→平原
省医科学校副校長→保定医学専科
学校副校長　（1942年博士号取得）
8 6 王若儼 1904年 1908年修了 江蘇省 江西省南昌府医学専門学校（校
長）→江西省南昌慈恵病院（軍医）
→北京国会街（開業医）
9 7 王若儀 1904年 1908年修了 江蘇省 天津市河北黄緯路　陸軍軍医学校
（教授）
10 K3 李基鉉 1904年 中退（1904） 京城 　　　――
11 8 薬 汪與準 1904年 1907年畢業 浙江省 浙江省杭州医学専門学校（教官）
→南京軍政部兵工署技師→北京内
務部
12 9 薬 屠　寛 1904年 中退（1904） 江蘇省 　　　――
13 10 沈王楨 1905年 1909年畢業 浙江省 天津市河北黄緯路　陸軍軍医学校
（教官）→北平陸軍軍医学校→北
平大学院医学院→開業医
14 11 陸欽文 1905年 中退（1905） 江蘇省 　　　――
15 12 張脩爵 1905年 中退（1909） 江蘇省 　　　――
16 K4 申龍均 1905年 1912年畢業 全羅北道 咸鏡道咸興府（開業医）→満州草
梁鉄道病院
17 13 薬 彭樹滋 1905年 1908年修了 江蘇省 江蘇省蘇州医学専門学校（教授）
→中央軍官学校軍医院
18 14 薬 張脩敏 1905年 1909年畢業 江蘇省 北京市老君堂衛生材料廠（技師）
→北京陸軍軍医学校→浙江医薬専
門学校教授
19 15 呉嘉鈞 1906年 1910年畢業 安徽省 安徽省安慶城内陸軍病院（医員）
20 16 方		擎 1906年 1910年修了 福建省 北京陸軍部軍医処（軍医）→北京
首善医院→北京医学専門学校医学
院公共衛生系主任→北京衛生局顧
問→中国パキスタン友好協会副会
長
21 17 劉慶綬 1906年 1910年修了 江西省 天津市河北黄緯路　天津陸軍軍医
学校（教授）
22 18 汪行恕 1906年 1910年修了 安徽省 死去
23 19 沙世傑 1906年 1911年修了 江蘇省 蘇州省立医学専門学校（勤務）→
江蘇省崇門北沙久鎮（開業医）
24 20 熊輔龍 1906年 1911年修了 江蘇省 江蘇省南通県南通公立医院（軍
医）→開業医
25 21 闞行健 1906年 1911年修了 江蘇省 江蘇省南通県南通医院（医員）→
皋城内徳輔医院
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26 22 楊瑰南 1906年 中退（1907） 江蘇省 　　　――
27 23 方声洞 1906年 ▲ 中退（1911） 福建省 1911年辛亥革命に関わり、死去
28 K5 康秉鈺 1906年 1910年畢業 平安北道 平壌府館後里　順天病院
29 K6 徐相鸞 1906年 中退（1906） 京城 　　　――
30 24 薬 華　鴻 1906年 1909年修了 江蘇省 浙江省杭州医学専門学校（教授）
31 25 薬 薛宜琪 1906年 1909年修了 江蘇省 北京市　陸軍衛生材料廠（材料廠
長）→禁煙委員会科長
32 26 白雲章 1907年 1911年修了 直隷省 奉天城内鎮安上将軍行署（軍医）
→開業医
33 27 王　衡 1907年 1911年修了 直隷省 北京市石駙馬大街北京医院（医
員）→直隷省立医学専門学校→保
定河北大学医学院教授
34 28 王琨芳 1907年 ▲ 1911年修了 湖北省 南京陸軍軍医院長一等軍医長→北
京陸軍部（軍医）→上海外灘中央
銀行発行局
35 29 呉道益 1907年 1911年修了 浙江省 天津市河北黄緯路　陸軍軍医学校
（教官）→開業医
36 30 黄孟祥 1907年 1911年修了 湖南省 湖南省長沙府城内靖武上将軍行署	
軍医課長→南京・康済医院
37 31 李鳴陽 1907年 中退（1909） 直隷省 　　　――
38 32 銭楽真 1907年 中退（1909） 江蘇省 　　　――
39 33 姚夢虞 1907年 ● 1912年畢業 江蘇省 　　　――
40 K7 呉相鉉 1907年 1912年畢業 京城 京城府長通橋通り長通病院（開業
医）
41 K8 呉一純 1907年 中退（1907） 京城 　　　――
42 34 薬 王麟書 1907年 1910年修了 江西省 天津市衛生化験室技正→北京陸軍
部軍医司
43 35 薬 谷鐘琦 1907年 ▲ 1911年修了 直隷省 天津市河北黄緯路　天津陸軍軍医
学校（教授）
44 36 薬 謝祖恵 1907年 中退（1907） 江蘇省 　　　――
45 37 李　定 1908年 ● 1913年修了 浙江省 浙江省杭州医学校（教官）→浙江
医学専門学校教授→浙江医薬専門
学校教授→南洋医学院教務長→河
北省立医学院解剖学教授
46 38 李垣昌 1908年 ● 1913年修了 山西省 山西省大同府中学校転交（開業医）
47 39 陳任樑 1908年 ● 1913年修了 広東省 広東省嘉応州松口葆公立高等学堂
（開業医）→インドネシア・ジャ
カルタで開業医
48 40 呉亜良 1908年 ● 1913年修了 江蘇省 江蘇省蘇州城内対門18王街85号　
博愛医院（開業医）
49 41 丁求真 1908年 ● 1914年修了 浙江省 浙江省天台県教育会（医員）→浙
江省杭州　蒲場巷号林武院→ボル
ティモア在→浙江医薬専門学校
（校長）→杭州・西湖肺癆療養院
（開業）
50 42 田龍瑞 1908年 ● 1914年修了 湖南省 湖南省長沙・康済医院（開業医）
→上海市フランス租界霞飛路　中
江医院→長沙・秋明医院（開業）
51 43 朱　芾 1908年 ● 1915年修了 江蘇省 上海予防花柳病療養院
52 44 許普及 1908年 ● 1915年修了 江蘇省 蘇州省立医学専門学校（勤務）→
楊州・普済医院（開業医）
53 45 黄　中 1908年 中退（1910） 湖南省 　　　――
54 46 徐　寅 1908年 ● 中退（1913） 湖北省 　　　――
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55 47 陸繞陽 1908年 ● 中退（1913） 浙江省 　　　――
56 48 王　頴 1908年 中退 福建省 　　　――
57 K9 元悳常 1908年 1912年畢業 京城 京城府大安洞徳済医院（開業医）
58 49 薬 徐希驥 1908年 1911年修了 浙江省 上海市	清和坊対街大生製薬戒煙社
（在勤）→上海市　大生製薬公司
59 50 薬 喩培倫 1908年 ▲ 中退（1910） 四川省 1911年辛亥革命に関わり、死去
60 K10 薬 金戴健 1908年 中退（1908） 平安道 　　　――
61 51 朱其輝 1909年 ● 1914年修了 浙江省 浙江省紹興城内紅十字分会（医
員）→南京第八師軍医長→北京医
科大学内科主任→河北保定省立医
学院教授→浙江医薬専門学校校長
62 52 何煥奎 1909年 ● 1914年修了 江西省 江西省医学専門学校（教官）→江
西省南昌予章医院（開業）
63 53 金子直 1909年 ● 1914年修了 浙江省 北京市北京病院→北京西巷民巷博
愛医院→南通医科大学教務長→国
際連盟中国秘書（1927年）→高等
警官学校法医学教授→国民政府衛
生部科長
64 54 呉祥鳳 1909年 ● 1915年修了 浙江省 アメリカ・ジョンポプキンス大学
→北平大学医学院内科教授→同大	
医学院院長→北京大学教務長→東
南医学院教授→南通医学院教授
65 55 毛汶泉 1909年 ● 1915年修了 浙江省 上海・天一味母廠廠医→東南医学
院教授　
66 56 劉之綱 1909年 ● 1915年修了 江西省 上海市フランス租界・中江医院→
浙江医薬専門学校教授→東南医学
院教授　
67 57 陳佩完 1909年 ● 中退（1910） 広東省 　　　――
68 58 趙録敏 1909年 ● 中退（1917） 山東省 　　　――
69 59 呉破天 1909年 中退 浙江省 　　　――
70 K11 金鼎煕 1909年 1914年畢業 京城 京城府玉仁洞（開業医）
71 60 薬 蕭　登 1909年 ● 1914年修了 湖南省 湖南省湖南督軍署軍医課→長沙・
湖南公医院主任
72 61 薬 王震声 1909年 中退（1909） 浙江省
73 62 崔雲史 1910年 ● 1915年畢業 広東省 広東省広東府南海県（開業医）→
浙江省杭州西湖宝石山衛戌病院→
広東陸軍総医院軍医
74 63 謝　瑜 1910年 ● 1915年修了 浙江省 浙江医薬専門学校
75 64 馮元亮 1910年 ● 1916年修了 四川省 四川医専教授兼成都大学講師
76 65 李希賢 1910年 ● 1916年修了 江蘇省 江蘇省南通　南通医院→南京にて
開業医
77 66 官其駒 1910年 中退（1910） 広東省 　　　――
78 67 張際康 1910年 中退（1911） 広東省 　　　――
79 68 鄧以蟄 1910年 ● 中退（1912） 安徽省 清華大学美学教授
80 69 王錦雲 1910年 ▲ 中退（1913） 江蘇省 　　　――
81 70 夏候沛 1910年 ▲ 中退（1913） 四川省 　　　――
82 71 恩和 1910年 ● 中退（1913） 蒙古 　　　――
83 K12 金健植 1910年 1915年畢業 全羅南道 全羅南道康津郡郡内面西門里
84 72 薬 李潤鼎 1910年 ● 1914年修了 山西省 山西省大同府大同県
85 73 李天錫 1911年 ● 1916年畢業 広東省 イギリス領シンガポール　日華医
院→香港にて開業医
86 74 何浩先 1911年 ● 1916年畢業 福建省 福建省福州倉前山	仁民医院（開業）
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87 75 余継敏 1911年 ● 1916年畢業 浙江省 保定医学専門学校→浙江医薬専教
授
88 76 呉公望 1911年 1916年修了 浙江省 浙江省嘉興県にて開業医
89 77 鄧純棣 1911年 ● 1917年修了 四川省 四川省忠州石宝塞場→上海市フラ
ンス租界　華光医院
90 78 石君侠 1911年 ● 1917年修了 安徽省 安徽省安慶恵民医院（開業）
91 79 黄　璜 1911年 ● 1919年修了 福建省 福建省福州南台田璫泉泰号
92 80 姚正一 1911年 ● 中退（1913） 浙江省 　　　――
93 81 崔文燦 1911年 ● 中退（1915） 広東省 　　　――
94 82 張邁郡 1911年 ● 中退（1914） 浙江省 　　　――
95 K13 朱栄善 1911年 1915年畢業 京城 京城府需昌洞（開業医）→朝鮮総
督府医院
96 K14 張錫台 1911年 1915年畢業 京城 全南道済州城内　済一病院
97 K15 安東麟 1911年 1915年畢業 釜山 釜山府南浜町
98 83 薬 陳宏声 1911年 ● 1915年修了 福建省 広東省原漂滇郡第四師司令部→浙
江医薬専科学校教授→福建省政府
参議兼秘書処第二科科長
99 84 鄧　初 1912年 1916年畢業 安徽省 北京内務部→山東大学教授兼校医
100 T1 林澄瑩 1912年 中退（1912） 台中県 1919年　新潟医学専門学校畢業、台
湾総督府医院、 台中医院、 東京・
慈恵病院、台中・杏林堂医院（開業）
101 K16 金淵玉 1912年 1916年畢業 平安南道 平安南道永柔郡西部面玉木里
102 K17 李泰煕 1912年 1917年畢業 平安南道 平安南道平原郡西海面蛇山里
103 K18 薬 韓英烈 1912年 中退（1912） 朝鮮 　　　――
104 85 林卓立 1913年 1917年修了 福建省 福建省蕭田県城内文峰宮珍元号
105 86 鄧光済 1913年 1917年修了 貴州省 千葉県立病院耳鼻咽喉科嘱託医員
→貴州陸軍院院長→貴州省長公署
軍医課課長→貴州省立医院（院
長）、貴州大学医学専科教授→貴
陽県医師公会主席
106 87 王孝緗 1913年 1918年畢業 福建省 牛込成城中学校裏　川口方
107 88 李復真 1913年 1918年修了 浙江省 江蘇省南通　南通医院→開業医
108 89 楊鶴慶 1913年 1918年修了 陜西省 陜西省陸軍病院→第十八陸軍医院
院長
109 90 黄家政 1913年 1918年修了 江蘇省 江蘇省如皋公立医院院長、南通学
院医科内科教授
110 91 丁鶴声 1913年 中退（1913） 浙江省 死亡
111 92 周成龍 1913年 中退（1916） 広東省 東南医科大学教授
112 93 洪元晦 1913年 中退（1917） 広東省 　　　――
113 94 陳賀虞 1913年 中退（1918） 直隷省 　　　――
114 K19 李昌郁 1913年 1917年畢業 京城 京城府中部相思洞五統七戸、南満
州安東県　泰誠堂医院
115 K20 朴治鐘 1913年 1917年畢業 平安北道 京城府履郷里　西京病院→平壌府
紀笏病院
116 K21 李粲奎 1913年 中退（1915） 京畿道 　　　――
117 95 薬 潘　経 1913年 1916年畢業 江西省 南京軍政部軍医司中校科長→衛生
署麻薬管理科長（台北）→上海聯
合大薬房（台北）→のちアメリカ
移住
118 96 薬 馮啓和 1913年 1916年畢業 広東省 広東省銀行発行科長
119 97 繆　晃 1914年 1920年修了 浙江省 南京で開業医→東南医科大学教授
120 98 朱章貴 1914年 1919年修了 浙江省 杭州医専教授→東南医科大学教授
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121 99 余道寛 1914年 1918年修了 広東省 不明
122 100 金宝善 1914年 1918年修了 浙江省 天津陸軍医学校教授→北京天壇中
央防疫処→杭州市政府衛生局長→
国民政府衛生署保健司長→中央衛
生署署長→国民政府衛生部政務次
長→連合国善後救済総合署児童救
急基金会総顧問→北京医学院衛生
学系主任教授
123 101 頼履垕 1914年 1919年修了 福建省 　　　――
124 102 宋　淼 1914年 中退（1915） 福建省 　　　――
125 103 楊作梁 1914年 中退（1915） 広東省 　　　――
126 104 万声鴻 1914年 中退（1916） 湖北省 　　　――
127 K22 朱鐘勲 1914年 1920年畢業 咸鏡南道 東京　江東病院→京城府南大門通	
朝鮮生命保険会社
128 K23 李圭南 1914年 1919年畢業 京城 京城府北部城北洞九統九戸
129 K24 孫永壎 1914年 1919年畢業 朝鮮 宮城県古川町　片倉病院
130 K25 盧鳳奎 1914年 1918年畢業 平安南道 朝鮮順川慈恵病院
131 K26 李潤戴 1914年 1918年畢業 京城 京城府薬園洞
132 K27 金　仙 1914年 中退（1914） 咸鏡南道 　　　――
133 105 薬 史天山 1914年 1917年畢業 安徽省 安徽省桐城県甲種工業学校
134 106 薬 陳慶濂 1914年 1917年畢業 広東省 広東省城河南龍尾導頴川
135 107 金銘裕 1915年 1919年修了 江蘇省 江蘇省南通州南通医院
136 108 張光漢 1915年 1919年修了 福建省 莆田県立医院院長
137 109 劉棨敬 1915年 1919年修了 浙江省 寧波・仁済医院院長→東南医学院
教授
138 110 陳能慮 1915年 1921年修了 湖南省 長沙・湖南公医院医師
139 111 李属春 1915年 1920年修了 江西省 上海・中江医院→南昌・章江医院
（開業医）→江西医専教授
140 112 員拝仁 1915年 1920年修了 陜西省 陜西省華陰県氷寧堡
141 113 蹇先器 1915年 1920年修了 貴州省 北京医学専門学校教員→北京大学
医学院教授（皮膚花柳科学）、付
属医院院長
142 114 王慶恩 1915年 中退（1916） 山西省 　　　――
143 115 趙右文 1915年 中退（1916） 中国 　　　――
144 116 劉顕成 1915年 中退（1916） 浙江省 　　　――
145 117 郭長新 1915年 中退（1917） 吉林省 　　　――
146 118 薬 劉文超 1915年 1918年修了 陜西省 上海市亜林化学製薬廠	→　新華
薬行→東南医学院教授
147 119 胡同頴 1916年 1920年畢業 浙江省 東京本郷　楊名館内
148 120 黄曽燮 1916年 1921年畢業 江蘇省 杭州・長生医院（開業）→浙江医
薬専門学校教授
149 121 章一心 1916年 1921年修了 浙江省 浙江省湯渓県
150 122 薬 孟存心 1916年 1921年修了 陜西省 不明
151 123 高仁倬 1916年 中退（1919） 中国 　　　――
152 T2 陳崑楠 1916年 中退（1917） 台湾 　　　――
153 124 章達遊 1916年 中退（1917） 中国 　　　――
154 125 薬 譚海夫 1916年 1919年畢業 広東省 第一集団軍軍医処材料料長
155 126 薬 向先果 1916年 1919年畢業 湖南省 長沙・民生薬房（開業）
156 127 薬 趙福琳 1916年 1919年畢業 陜西省 陜西陸軍医院司薬官
157 128 薬 張聿介 1917年 1921年畢業 福建省 福州にて開業医
158 129 王友杰 1917年 1921年畢業 福建省 福州南台中洲兆培医院
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159 130 劉清淑 1917年 1921年修了 江西省 江西医専教授兼付属医院院長
160 131 王　式 1917年 1922年畢業 浙江省 浙江省温州・大同医院（開業）
161 132 譚芳枏 1917年 1922年畢業 浙江省 浙江省新寧県
162 133 呉連雲 1917年 中退（1918） 中国 　　　――
163 T3 林師古 1917年 中退（1917） 台湾 　　　――
164 K28 韓在謙 1917年 中退（1917） 朝鮮 　　　――
165 134 薬 魏文鉞 1917年 1920年畢業 湖南省 湖南公医院薬師
166 135 薬 朱国斌 1917年 1920年畢業 浙江省 浙江省義鳥県中学校長→浙江医薬
専門学校教授
167 136 薬 兪　頴 1917年 中退（1919） 浙江省 　　　――
168 137 孫遵行 1918年 1922年畢業 浙江省 蘇州医学専門学校→浙江省立医薬
専門学校教授→北平大学医学院
（眼科学）教授→東南医学院教授
169 138 郭琦元 1918年 1922年畢業 浙江省 上海東南医科大学（校長）
170 139 宋師涛 1918年 1922年畢業 浙江省 浙江省にて開業医→東南医学院教
授
171 140 陳　倬 1918年 1922年畢業 浙江省 上海東南医学院
172 T4 王美木 1918年 1922年畢業 南投県 英美医院（開業）、地方議員
173 141 儲晋芳 1918年 1923年畢業 江蘇省 青島市立李村医院院長→東南医学
院教授
174 142 梅　蓀 1918年 1922年修了 広東省 広東省台山県端分保
175 143 張溥恩 1918年 中退（1919） 中国 　　　――
176 144 薬 張徳周 1918年 1921年畢業 浙江省 大阪市武田長兵衛商店
177 145 薬 区煒基 1918年 1921年畢業 広東省 広州・上池薬房主人
178 146 薬 陳渡生 1918年 1921年畢業 広東省 広東省広州府香山県古鶴郷
179 147 薬 蔡薪伝 1918年 1922年畢業 江蘇省 軍医署第八陸軍医院司薬官→江蘇
軍医学校教授
180 148 薬 陳耀庭 1918年 中退（1920） 中国 　　　――
181 149 郭致文 1919年 1923年畢業 浙江省 青島市立医院院長
1923年 中退（1926）
182 150 林国祥 1919年 1923年畢業 浙江省 　　不明
183 151 畢鳳章 1919年 1923年畢業 江蘇省 上海静安寺道・開業医
184 152 高尚謙 1919年 1923年畢業 陜西省 　　不明
185 153 林鏡平 1919年 1923年畢業 浙江省 浙江省立医薬専門学校教授
1923年 1927年卒業
186 154 李祖蔚 1919年 1923年畢業 福建省 東南医科大学、広西省立医学院外
科教授（1932年博士号取得）
1923年 1927年卒業
187 155 張　鎔 1919年 1923年畢業 浙江省 広西省立医学院教授→浙江医薬専
門学校教授　
1923年 1927年卒業
188 156 仲宗漢 1919年 中退（1922） 江蘇省 　　不明
189 157 薬 紀　緒 1919年 1922年畢業 江西省 北平陸軍軍医学校教官
190 158 薬 謝維楫 1919年 1922年畢業 山西省 山西綏靖署軍医処第二科長
191 159 薬 何俊才 1919年 1923年畢業 江蘇省 江蘇・保康薬房
192 160 趙師震 1920年 1924年畢業 江蘇省 上海国立東南大学医学院教務長→
南通医学院医科教授→青島市立医
院内科主任
193 161 許		枏 1920年 1924年畢業 江蘇省 蘇州省立医院→開業医→南通医科
大学→東南医学院教授　
194 162 赫勝林 1920年 1924年畢業 中国 　　不明
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番号国別医薬 名前 入学年 革命 卒業年 出身地 勤務先など
195 163 田慶恩 1920年 1924年畢業 中国 　　不明
196 164 柯　青 1920年 1924年畢業 福建省 福建・伯棠医院→上海東南大学医
学院教授
197 165 湯紀湖 1920年 1924年畢業 江蘇省 国民革命軍第一軍第一後方医院医
務長→広州第一衛戌病院医務長→
上海東南大学医学院医務長→同医
学院教授
198 166 王　佶 1920年 1925年畢業 浙江省 千葉医科大外科副手→浙江省政府
直轄広済医院外科主任→浙江省立
医薬専門学校教授（校長）
199 167 蔡復元 1920年 中退（1921） 山東省 　　　――
200 168 王者貴 1920年 中退（1920） 中国 　　　――
201 169 薬 張斗南 1920年 1923年畢業 陜西省 大阪塩野義商店新薬部→塩野義上
海支店長
202 170 薬 丘秉銓 1920年 1923年畢業 江西省 武昌・民衆医院（開業）
203 171 薬 張家輔 1920年 1923年畢業 広西省 　　不明
204 172 　 旋　迪 1921年 1925年畢業 福建省 福州・復人医院眼科主任、江西省
立医学専科学校教員
205 173 程世則 1921年 1925年畢業 浙江省 湖北第一陸軍医院軍医→上海東南
大学医学院教授
206 174 　 董徳新 1921年 1925年畢業 浙江省 上海東南大学医学院教授
207 175 張錫祺 1921年 1925年畢業 福建省 湖北第一陸軍医院軍医→台湾高
雄・光華眼科医院→上海東南医学
院（1944年博士号取得）
208 176 李文瀾 1921年 1925年畢業 広東省 南京にて開業医
209 177 王景祺 1921年 1925年畢業 福建省 福建省防軍第二旅軍医処処長
210 178 袁愈埼 1921年 1925年畢業 貴州省 　　不明
211 179 周振治 1921年 1925年畢業 浙江省 上海東南大学医学院教授
212 180 姚爾明 1921年 1925年畢業 直隷省 陜西省立医院外科処長→浙江医薬
専門学校教授
213 K29 方斗翰 1921年 中退（1921） 朝鮮 　　　――
214 181 薬 張大模 1921年 1924年畢業 湖南省 　　不明
215 182 薬 易律 1921年 1925年畢業 江西省 広西軍医薬局主任
216 183 薬 趙汝調 1921年 1924年畢業 江蘇省 上海・新亜薬廠廠長→上海東南医
学院
217 184 薬 張效宗 1922年 1925年畢業 山西省 陜西省防疫処研究科主任、上海東
南医学院教授
1925年 1929年卒業
218 185 薬 王　鈞 1922年 1925年畢業 山西省 山西綏靖署衛生材料庫庫長
219 186 薬 黄裕綸 1922年 1925年畢業 広東省 広東陸軍総医院産婦科主任、南通
大学医学校教授
1925年 1929年卒業
220 187 薬 呉琢成 1922年 1925年畢業 安徽省 　　　――
1925年 1930年卒業
221 188 薬 江　澐 1922年 1925年畢業 江西省 江西省九江省立陶業学校教務長
1925年 中退
222 189 薬 程　立 1922年 中退（1923） 浙江省
223 190 薬 陳世恩 1923年 中退（1924） 福建省 　　　――
224 191 薬 龔積芝 1924年 中退（1925） 江蘇省 　　不明
225 T5 商満生 1926年 中退（1927） 台南市 　　不明
226 192 薬 章志青 1926年 1929年畢業 浙江省 南通医学院、浙江省立医薬専門学
校教授
	 1929年 1933年卒業 　
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227 T6 薬 盧茂川 1927年 1930年卒業 台湾 全安堂薬局（台中市）→市会議員
（台中市）→台湾合板会社重役
228 K30 薬 鄭泰行 1927年 1930年卒業 朝鮮 平壌慈恵病院薬局
229 193 鄭万育 1928年 1932年卒業 江蘇省 広西省立医学院産婦科教授→浙江
医薬専門学校教授
230 194 劉詠昇 1928年 1933年卒業 江西省 　　不明
231 195 胡　烈 1928年 中退（1933） 福建省 　　　――
232 196 薬 王　琨 1928年 1931年卒業 雲南省 広西省立医学院付属医院薬局主
任、浙江民生製薬廠技師→浙江医
薬専門学校教授
233 T7 薬 李徳財 1928年 1931年卒業 台湾 鎮長（台北県北投鎮）
234 T8 薬 林敬栄 1928年 1931年卒業 台湾 不明
235 197 邵　巌 1929年 1933年卒業 浙江省 浙江省立医薬専門学校教授、上海
東南医学院教授
236 T9 薬 蔡然捷 1929年 1932年卒業 台湾 勝大貿易公司社長（台北）、金長
味製薬公司社長（雲林県北港鎮）
金長味製薬公司（雲林県北港鎮）・
社長
237 T10 薬 蔡則楷 1929年 1932年卒業 台湾 蔡薬局（嘉義市）
238 198 薬 徐伯鋆 1929年 1932年卒業 浙江省 浙江省立医薬専門学校教授、杭州
中央航空学校教官
239 T11 薬 李麟国 1930年 1933年卒業 台湾 長源薬局（屏東県東港鎮）
240 199 薬 住　昂 1930年 1933年卒業 中国 　　不明
241 200 葉　曙 1930年 1934年卒業 湖北省 千葉医科大副手（病現学）→上海
東南医科大学	（1938年博士号取得）
242 201 王　烈 1930年 1934年卒業 四川省 千葉医科大副手（皮膚・泌尿器科）
243 202 薬 林　光 1930年 1933年卒業 広東省 広州にて薬剤師
244 203 李天佑 1933年 1937年卒業 広東省 千葉医科大副手（眼科学）
245 204 孔禄郷 1933年 1937年卒業 浙江省 千葉医科大副手（法医学）（1941
年博士号取得）
246 205 李　偉 1935年 1939年卒業 広東省 千葉医科大副手（1945年博士号取
得）
247 M1 薬 馮学異 1935年 不明 奉天（満州）　　不明
248 T12 薬 洪木火 1936年 1939年卒業 台湾 厚生製薬公司社長（彰化市）
249 206 林濬哲 1936年 1940年卒業 福建省 　　不明
250 207 張斟滋 1936年 1940年卒業 山東省 　　不明
251 208 楊　徳 1936年 中退 広東省 　　　――
252 209 薬 戴昌世 1936年 1939年卒業 浙江省 　　不明
253 T13 薬 蘇友玄 1936年 1939年卒業 台湾 応元化学製薬公司　社長（台南市）
254 210 薬 沈吉淳 1937年 1940年卒業 中国 　　不明
255 T14 薬 葉天徳 1937年 1940年卒業 台湾 新高薬局（嘉義市）
256 211 陳希声 1937年 1941年卒業 湖南省 　　不明
257 K31 全柱植 1937年 1942年満了 咸鏡南道 専攻生；千葉医科大外科副手
（1942年博士号取得）
258 T15 呉寿典 1937年 1941年卒業 新竹州 千葉医大副手（生理学）（1945年
博士号取得）
259 212 銭祖武 1937年 不明 浙江省 専攻生
260 213 韓宗琦 1937年 不明 浙江省 専攻生
261 214 方祝康 1937年 不明 浙江省 専攻生
262 215 謝柱林 1938年 1941年卒業 中国 　　不明
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263 T16 許子哲 1938年 1941年卒業 台中州 千葉医大内科講師→千葉市立葛城
病院院長→台中市済仁医院（開
業）、広済医院
264 K32 石橋晏教 1938年 1941年修了 平安南道 京城医学専門学校助手→千葉医大
専攻生→東京市立本所医院→東京
都立城東病院内科（1945年博士号
取得）
265 T17 薬 陳顕徳 1938年 1941年卒業 台湾 勝大貿易公司（台北）
266 T18 薬 張茂霖 1938年 1941年卒業 台湾 台湾省衛生試験所技師→台湾ブリ
ストル研究所研究員（台北）→薬
局自営
267 T19 薬 温永勝 1938年 1941年卒業 台湾 台湾省衛生試験所技師、課長
268 T20 陳済村 1939年 1942年卒業 台南州 不明
269 T21 程丁茂 1939年 不明 嘉義市 御茶ノ水順天堂医院外科勤務→千
葉医大専攻生（1943年博士号取得）
270 T22 薬 翁耀雲 1939年 1942年卒業 台湾 楽生療養院薬局長
271 T23 鄭光輝 1940年 1943年卒業 台中県 千葉医大第二外科→台湾省立台中
医院（病院）勤務→開業医
272 T24 周義隆 1940年 1943年卒業 屏東県恒春 開業医
273 K33 平本光教 1941年 卒業年次不明 平安南道 平壌医院内科副手→千葉医大専攻
生（1944年博士号取得）
274 216 柳歩青 1942年 1945年卒業 広東省 北京口腔医院名誉院長→北京大学
教授
275 T25 薬 廖継思 1942年 1944年卒業 台中市 ライオン油脂KK研究部→台中大
薬房薬剤師→台中商業学校教諭→
七星製薬公司工場長
276 T26 薬 王橋棟 1942年 1945年卒業 台湾 集集中学教師
277 217 薬 王占奎 1942年 1945年卒業 中国 　　不明
278 218 薬 下瀅新 1942年 1945年卒業 中国 　　不明
279 219 王　瀛 1942年 1946年卒業 四川省 　　不明
280 220 温士頴 1943年 1947年卒業 中国 　　不明
281 221 董徳文 不明 不明 中国 上海東南大学医学院教員
282 T27 郭来春 不明 不明 新竹県 千葉医大第一内科医師→中国石油
新竹研究所医師→親仁医院（開
業）
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【表２】千葉医専・千葉医科大における在籍留学生数（1899 ～ 1945 年）改訂三版；2014 年作成
地域名 医薬別 入学者 卒業者 卒業率 中退者 中・卒不明
中国
医学 162 113 70％ 45 4
薬学 59	 50 85％ 9 0
計 221 163 74％ 54	 4
「満州」
医学 			0 				0 0％ 			0 0
薬学 			1 		0 0％ 		0 1
計 1 				0 0％ 			0 1	
台湾
医学 12 				6 50％ 4 2
薬学 15 15 100％ 0 0
計 27 	21 78％ 		4 2
朝鮮
医学 30	 21 70％ 			8 1
薬学 			3 				1 33％ 			2 ０
計 33 22 67％ 10 1
計
医学計 204 140 69％ 57 7
薬学計 78 66 85％ 11 1
総計 282 206 73％ 68 8
【表３】千葉医専・千葉医科大の卒業後の職業（1899 ～ 1945 年）
改訂二版（2010 年作成） 改訂第三版（2014 年作成）
種別 人数 比率 種別 人数 比率
教官 67 32％ 教官 67 28％
開業医（薬局自営） 45 21％ 開業医（薬局自営） 55 23％
勤務医（病院勤務） 41 19％ 勤務医（病院勤務） 45 19％
軍医 37 17％ 軍医 37 16％
会社・工場 	10 5％ 政府・官庁 16 6％
政府・官庁 	10 		5％ 会社・工場 15 		6％
諸学校 		3 1％ 諸学校 5 2％
　総計 213 100％ 　総計 240 100％
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（2）千葉医専清国留学生発刊の『医薬学報』（1907）に見える留学生の活動
　『医薬学報』は、1907年、千葉医学専門学校内で、同校の清国留学生たちが設立した「中
国医薬学会」が発刊した雑誌である。1907 年２月に第一号を発刊し、事後隔月刊で 12 冊
出した。1909年２月から月刊になり、さらに 12 冊発刊の後、停刊したとされる。
　上記の情報は、鄭鉄涛・程之范編『中国医学通史　近代巻』（人民衛生出版社、2000 年）
に拠る（p510）が、同書「第八章　近代西洋医学雑誌の出版と医薬学術団体」「第二節　
主要西洋医学雑誌の創刊」の項目には、「1907 年、我国留日学生が、中国医薬学社編集出
版の『医薬学』（引用者注：千葉医専留学生による「中国医薬学会」と『医薬学報』のこ
と）、中国国民衛生会（金沢医専）編集出版の『衛生世界』を日本で創刊した（p508）」と
されている。さらに同書によれば、近代中国で最初に発刊された西洋系医薬雑誌は、1880
年の『西医新報』（広州、編者はアメリカ人）、２番目は、1886 年『医学報』（広州）、３
番目は 1887 年３月の『博医会報』（上海）、４番目は 1906 年１月の『衛生学報』（上海）、
５番目が 1906 年の『医学知新報』（広州、編者はドイツ人）、そして６番目に 1907年２月
の『医薬学報』（日本・千葉：千葉医学専門学校）、７番目に 1907年６月の『衛生世界』（日
本・金沢：金沢医学専門学校）が挙げられている（ｐ 510）。これらから、留日医薬学生
が発刊した雑誌が、中国近代（西洋）医学発展の草創期において貢献したことが窺えるの
である。
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　以上については、旧稿 2010 の p98 でも紹介したが、執筆時はこの雑誌が日本国内で確
認できず、未見のままだった。しかし、北京の中国国家図書館に第１号（1907 年１月）
から第 11 号（1908 年 11 月）が所蔵されていることが分かり、その後、閲覧する事を得
たので、いくつかの記事を筆者が日本語に翻訳したものを紹介することとする。
　第一号（第一期）の表紙と目次の写真は先に掲げたので、参考にされたい。
①　学会の規約（第１号［1907年１月］の巻末所収）
中国医薬学会規約
一　名称　中国医薬学会
二　宗旨　新理を輸入し、実学を研究し、以て我国医界の改革、薬学の進歩を謀る。
三　会員　日本千葉医学専門学校医薬二科に留学する学生が之を組織する（本会は草創ま
もないが、同人により組織され、日本欧米各医薬学校への留学者および内地医薬界諸君に
対して、内外の別なく本会に同情を表する者すべてが随時入会できる。千葉の一隅に限ら
ず、中国医薬界の前途となる）。
四　職員　会員の推薦により二名（庶務一名、書記一名）が会を処理する。半年で交代し、
延長はできない。
五　事業　暫くは学術・交通の二部を置く。実力が拡張した後は、他の部を増設する予定
とする。
学術部
（甲）『医薬学報』の発行
学報部職員　総編輯（一名）が学報を編輯する。会計（一名）が学報の収支を担当する。
発行（一名）が学報を発行する。みな半年で交代し、延長はできない。
編輯員　本会会員は全体がこれを担当する。
経済　本会会員は全体がこれを担当する。
発行期　二ヶ月に一冊、継続的に発行する。
（乙）学術の研究
　本会会員は、学校の授業のほか、特別研究を各科で開会し、成績報告、学理演説をする。
交通部
（甲）通信機関部
　国内通信員　各地の医薬界の情報を処理する。
　外国通信員　日本欧米医薬界の情報を処理する。
（乙）実地調査部　
　国内調査　内地の医薬界の事業をすべて調査し、本会の改革振興を図る。
　外国調査　各国医薬界の旧事業および新しい発明の調査を承け、それを模範とする。
附設運動部
（甲）陸上　庭球
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（乙）水上　端艇
六　開会　毎年例会を二度開き、会事を報告する。職員は、臨時会議を必要に応じ、開会
する。
七　仮事務所　日本千葉県千葉町寒川新田一千一百五十六番地　辻川方
②　「発刊の辞」（第１号［1907年１月］、p １～６）
　時は丙午（1906 年）の秋にあたり、同人は「中国医薬学会」を組織することにした。
そして翌年春をもって当機関誌雑誌の準備をしっかり行い、第一編の誕生を用意した。こ
の発刊の辞を挙げるのは私で、私は医薬の事に携わり、生死を骨肉のように重んずる。ま
た一人の学報者としては、啓蒙の責任を負っている。いま試みに、医薬学報の歴史を国内
で探し、我が中国医薬の学を顧みると、それは遠く神農黄帝に胚胎するが、金元以降、医
薬学の作者は皆無であった。かつ学報の名称もまたここ十年以来の創見で、すなわち本編
の体制をもって論じれば、真に空前絶後の作となる。将来「中国医薬学会」の勢力は膨張
し、後の医界巨匠として、二十世紀に異彩を放つであろう。
（中略）
　ああ、二十世紀の曙光が、いま麗しく東にとどろく。本報はこの時機を利用し、我が医
界勃興の先導となす。医薬のことは、ひたすら浮説で勝つのではなく、必ず長年の経験に
頼らなければならない。本報の目的はすなわち医薬を攻究することにあり、ひたすら盲従
し、責任逃れすることなく、必ず最新の学説に頼ることにある。さらに、本報の目的は医
薬を輸入することにあり、同化を尊ぶことに頼るのではなく、固有の習慣及び証拠のある
国学を必ず保有しなければならない。本報の目的はすなわち表章にあり、その性質は純科
学的であり、宗教的ではない。故に弛まず束縛されない思いが、大いに進行の速度を増し
ている。本報で発生する現象がこのようであれば、私は予言者ではないが、身代わりとなっ
て、これを祝う。
③　創設一周年記念大会の様子（第９号［1908年５月］、p ９～ 12）
「本会記事」「本会週年（引用者―一周年）紀念大会記事」
　本会は、丙午（1906 年）冬に成立し、翌年春正月、学術部の組織により、『医学報（引用者―
医薬学報）』を隔月一冊発行した。出版以来、同人たちは力不足ではあるが、苦心を重ねた
結果、幸い経営は順調にいった。発刊以来、国の内外を問わず、連携し、入会する者が百
余人にも上った。戊申（1908年）は本会が成立し、学報を発行して一周年であるため、同
人たちは協力と慰労をするため、茶話会を千葉の方君の住まいで開いた。また東京で大会
を開くこと、その趣旨を発表することが提議され、同志間の連携を得た。それは一挙両得
なので、多数がこれに賛成した。陽暦五月五日に、東京神田・中国青年会を借り、本会一
周年紀念大会を開くことが決議された。この日は日本の大祭日でもあり、各校が一律休暇
となるためである。張修爵君の提議により、すべてのプログラムが以下のように決まった。
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一　報告
二　演説
三　学術講演（医科薬科両部を兼ねる）
四　余興（演劇・音楽・幻燈を兼ねる）数種
方法と順番を議論した後、臨時選挙を行い、幹事を以下のように決めた。
機械部　王儀［王若儀］君、侯毓汶君、王儼［王若儼］君、張修敏君
書記部　張修爵君、華鴻君、汪行恕君、銭楽真君
演芸部　劉慶綬君、沙世傑君、王麟書君、王琨芳君、李鳴陽君
庶務部　沈王楨君、方擎君、方声洞君
会計部　薛宜琪君、呉道益君
　選挙が終わると、各部による職務が始められた。機械部は、この日の学術講演に必要な
各種機械や薬品等を借り、また購入した。書記部は、『大会紀要』一冊を編纂し、開会趣
旨や講演要旨を掲載した。本会で簡章改訂を行った後、当日来会した諸君にそれを渡した。
事前に駐日公使の李君に了承を得、また本会に賛同した楊君、過君、鐘君、貴君等がそれ
ぞれ祝辞を最初に述べた。また、演芸部と賛同した李君、白君、蔡君など十余人が、新劇
「新蝶夢」を作った。また庶務部は会場組織を整理した。会計部は経費支出を扱った。
　開会の日、午前八時に各員すべて（遠隔地在住を除く）がまず会場に到着し、一切を準
備した。十二時頃には、人々が入場券を争って求め、また前売券を持って到着した人が踵
を寄せた。そして遂に、午後一時開会した。この日の式次第は次のようであった。
一　開会報告の辞　（侯毓汶君）
二　祝辞　　　　　（副監督張君、銭崇潤君、喬宜斎君、謝祖元君）
三　演説　　　　　（王儀［王若儀］君、汪行恕君）
四　学術講演の甲　開腹術の動物試験（王儼［王若儼］君、沈王楨君）
五　学術講演の乙　鬱血療法（侯毓汶君）
六　学術講演の丙　電気治療の原理及びその応用（張修爵君）
七　学術講演の丁　裁判化学上砒素の検査（彭樹滋君、張修敏君）
八　学術講演の戊　愛克斯［エックス］光綫の実践およびその説明（王儀［王若儀］君）
九　余興の甲　二人羽織　（李濤痕君、白鶴汀君）
十　余興の乙　ピアノ独奏　（潘英君）
十一　余興の丙　バイオリン独奏　（馮○
（ママ）
○君）
十二　余興の丁　琵琶独奏　（施頌伯君）
十三　余興の戊　胡琴、琵琶合奏　（○
（ マ マ ）
○○君）
十四　余興の己　「新胡蝶」新劇　（李濤痕君脚本）
十五　医事幻燈　　①細菌標本、②救急法、③梅毒、④肺結核（王儼［王若儼］君、沈王
楨君）
十六　閉会
105
国際教育　International Education Vol.7(2014.3)
　閉会は、午後十一時を過ぎていた。この日、券を買って入場した者は約六百名で、特別
招待を受けた者も二百名いた。新聞記者や本会会員なども約百数十名で、合計千人余集まっ
た。この日は、十分な施設も提供できず、趣味も浅薄で、来会諸君の希望を満足させるこ
とができなかった。しかし、参加者は盛会であったと言い、各担当の余興は皆を満足させ、
雷のような拍手が響いた。つまり、本会は、諸君の参加を得て、満足のいく成果を得られ
た。本会は会員全員の尽力を得ずに、この成績を上げることはできない。一言、深謝を表
したい。
④　卒業生の送別会の様子（第 11号［1908年 11月］p １）
「本会記事」
　本会会員王儀［王若儀］君、王儼［王若儼］君、侯毓汶君は、本年秋をもって日本千葉
医学専門学校を卒業した。ここに陽暦九月二十六日、特別会を開き、別れを告げる。その
冒頭、庶務幹事の劉慶綬君が開会の理由を報告し、次いで、沈王楨君・張修爵君が送別の
祝詞を述べ、終わると、王儀君・侯毓汶君が相次いで立ち、答詞を述べた。王君が述べた
概要は、中国医薬学の前途は、我が医薬学会が絶大な希望と責任を負っている。すなわち、
医薬学会会員諸君は僕等とともにそれを担う希望を持たない訳にはいかない。本会会員の
一人として、今回卒業帰国し、必ず本会の勢力を拡張することを目的とし、将来の中国医
薬学改良に尽力し、微力をもって自賛することを決してしない。今日、諸君が本会の名義
で僕等のために小宴会をしてくれたこと、また本会に願望することを述べたところ、割れ
るような拍手が響き、その後も会員の演説が多く続き、また晩餐会も開かれた。
⑤　「留学日本医薬学校同人姓名調査録」（『医薬学報』第６号；1907年 11月）
　これは「中国医薬学会会員名簿」と同一なものではないと思われるが、1907年秋段階で、
千葉医専の学生たちが把握していた留日医薬学生の氏名・在籍先を示す資料であることは
間違いないため、表４として併せて紹介しておく。
　ここには全部で 94名が載せられているが、最大勢力は千葉医専の 26 名である。ついで、
同仁医学校（５）の 16 名、長崎医学専門学校（現長崎大学医学部）11 名、大阪府立高等医
学校（大阪大学医学部）８名、仙台医学専門学校（東北大学医学部）６名、私立東京医学
校（日本医科大学）６名、金沢医学専門学校（金沢大学医学部）５名、東京医科大学（６）
４名、京都府立高等医学専門学校（京都府立医大）４名、私立東京薬学校（東京薬科大学）
３名、熊本私立医学専門学校（熊本大学医学部）３名、東京女医学校（東京女子医大）１
名、京都医科大学（７）１名であった。
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【表４】　「留日日本医薬学校同人姓名録」（1907 年）
番号 名　前 出身地 在　籍　校 医薬 千葉への入学年 同　卒業年
1 王若儀 江蘇・漂陽 千葉医学専門学校医科 1904年 1908年修了
2 王若儼 江蘇・漂陽 千葉医学専門学校医科 1904年 1908年修了
3 侯毓汶 江蘇・無錫 千葉医学専門学校医科 1904年 1908年畢業
4 張脩爵 江蘇・上元 千葉医学専門学校医科 1905年 中退（1909）
5 沈王楨 浙江・海寗 千葉医学専門学校医科 1905年 1909年畢業
6 張脩敏 江蘇・上元 千葉医学専門学校薬科 薬 1905年 1909年畢業
7 彭樹滋 江蘇・呉縣 千葉医学専門学校薬科 薬 1905年 1908年修了
8 方		擎 福建・侯官 千葉医学専門学校医科 1906年 1910年修了
9 方声洞 福建・侯官 千葉医学専門学校医科 1906年 中退（1911）
10 沙世傑 江蘇・崇明 千葉医学専門学校医科 1906年 1911年修了
11 劉慶綬 江西・清江 千葉医学専門学校医科 1906年 1910年修了
12 汪行恕 安徽・歙県 千葉医学専門学校医科 1906年 1910年修了
13 呉嘉鈞 安徽・懐寗 千葉医学専門学校医科 1906年 1910年畢業
14 熊震球（輔龍） 江蘇・武進 千葉医学専門学校医科 1906年 1911年修了
15 闞（戴）行健 江蘇・泰興 千葉医学専門学校医科 1906年 1911年修了
16 華　鴻 江蘇・金匱 千葉医学専門学校薬科 薬 1906年 1909年修了
17 薛宜琪 江蘇・武進 千葉医学専門学校薬科 薬 1906年 1909年修了
18 銭楽真 江蘇・無錫 千葉医学専門学校医科 1907年 中退（1909）
19 呉道益 浙江・銭塘 千葉医学専門学校医科 1907年 1911年修了
20 王琨芳 湖北・恩施 千葉医学専門学校医科 1907年 1911年修了
21 白雲章 直隷・定州 千葉医学専門学校医科 1907年 1911年修了
22 王　衡 直隷・定州 千葉医学専門学校医科 1907年 1911年修了
23 李鳴陽 直隷・定州 千葉医学専門学校医科 1907年 中退（1909）
24 王麟書 江西・東郷 千葉医学専門学校薬科 薬 1907年 1910年修了
25 谷鐘琦 直隷・定州 千葉医学専門学校薬科 薬 1907年 1911年修了
26 謝祖恵 江蘇・武進 千葉医学専門学校薬科 薬 1907年 中退（1907）
27 王煥文 江西・東郷 東京医科大学薬科 薬
28 胡晴崖 広東・順徳 東京医科大学薬科 薬
29 曾　貞 江西・吉水 東京医科大学薬科 薬
30 鮑　鑅 広東・香山 東京医科大学薬科 薬
31 蒋履曾 江蘇・宜興 京都医科大学医科 薬
32 韓清泉 浙江・慈渓 金沢医学専門学校医科
33 厲家福 浙江・銭塘 金沢医学専門学校医科
34 銭崇潤 浙江・海寗 金沢医学専門学校医科
35 周　威 江蘇・江寗 金沢医学専門学校医科
36 湯爾和 浙江・銭塘 金沢医学専門学校医科
37 李　橒 直隷・南営 仙台医学専門学校医科
38 馮志道 湖北・武昌 仙台医学専門学校医科
39 韓錦堂 直隷・南営 仙台医学専門学校医科
40 趙世晋 江蘇・江寗 仙台医学専門学校医科
41 石錫祐 直隷 仙台医学専門学校医科
42 荘紹周 浙江・奉化 仙台医学専門学校薬科 薬
43 戴棣華 江蘇・舟徒 長崎医学専門学校医科
44 孫家樹 江蘇・上元 長崎医学専門学校医科
45 倪紹雯 浙江・慈渓 長崎医学専門学校医科
46 李　勲 江蘇・上元 長崎医学専門学校医科
47 陸宗翰 浙江・海寗 長崎医学専門学校医科
48 陳　榻 江蘇・泰興 長崎医学専門学校医科
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番号 名　前 出身地 在　籍　校 医薬 千葉への入学年 同　卒業年
49 孫　銘 江蘇・泰興 長崎医学専門学校医科
50 于　琛 江蘇・泰興 長崎医学専門学校医科
51 于　璟 江蘇・泰興 長崎医学専門学校医科
52 徐　梁 江蘇・六各 長崎医学専門学校医科
53 姚昶緒 江蘇・婁縣 長崎医学専門学校薬科 薬
54 劉東海 直隷・天津 大阪府立高等医学校医科
55 蒋可宗 江蘇・嘉興 大阪府立高等医学校医科
56 林懿均 江蘇・鎮江 大阪府立高等医学校医科
57 孫洞環 浙江・寧波 大阪府立高等医学校医科
58 黄實存 大阪府立高等医学校医科
59 胡貽清 大阪府立高等医学校医科
60 汪尊美 江蘇・上海 大阪府立高等医学校医科
61 耿　漢 江蘇・上海 大阪府立高等医学校医科
62 陳　巍 浙江・紹興 京都府立高等医学専門
学校医科
63 呉景澄 安徽・寗国 京都府立高等医学専門
学校医科
64 蒋士杰 江蘇・蘇州 京都府立高等医学専門
学校医科
65 蔡文森 江蘇・無錫 京都府立高等医学専門
学校医科
66 葉干蘭 湖北・武昌 熊本私立医学専門学校医科
67 張仲山 直隷・清苑 熊本私立医学専門学校医科
68 郭会雯 湖北・黄岡 熊本私立医学専門学校医科
69 呉　枏 江蘇・陽湖 私立東京薬学校 薬
70 趙橘黄 江蘇・陽湖 私立東京薬学校 薬
71 伍　晟 江蘇・陽湖 私立東京薬学校 薬
72 呂烈煕 安徽・旌徳 私立東京医学校
73 顧　琳 江蘇・江衁 私立東京医学校
74 華景奭 江蘇・無錫 私立東京医学校
75 蒋肇梁 江蘇・元和 私立東京医学校
76 謝介石 江西・南康 私立東京医学校
77 謝寿石 江西・南康 私立東京医学校
78 鮑麗華 広東 東京女医学校医科
79 黄以章 広東・鶴山 私立同仁医学校医科
80 戌献璠 浙江・慈渓 私立同仁医学校医科
81 朱宗顕 広東・新寗 私立同仁医学校医科
82 范紹洛 江蘇・金匱 私立同仁医学校医科
83 張稷臣 広東・香山 私立同仁医学校医科
84 畢寅谷 湖北・石首 私立同仁医学校医科
85 黄孟祥 湖南・益陽 私立同仁医学校医科 1907年 1911年修了
86 劉震東 四川・華陽 私立同仁医学校医科
87 劉　績 湖北・黄岡 私立同仁医学校医科
88 田龍端 湖南・益陽 私立同仁医学校医科 1908年 1914年修了
89 李勝泌 四川・奉節 私立同仁医学校医科
90 尚懐孝 四川・雙流 私立同仁医学校医科
91 冷景寿 湖南・益陽 私立同仁医学校医科
92 郭徳裕 貴州・永衁 私立同仁医学校医科
93 裘二楽 江蘇・金匱 私立同仁医学校薬科 薬
94 羅兆寅 湖南・益陽 私立同仁医学校薬科 薬
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　以上、『医薬学報』に載せられた千葉医専留学生たちの動静が分かる史料のみを紹介した。
「発刊の辞」（①）に込められたきわめて強い決意、一周年記念会に千人もの人々が参集し
たとの記事（③）、また帰国を前にした学生が、「中国医薬学の前途は、我々の中国医薬学
会が絶大な希望と責任を負っている」と胸を張った答辞の内容などから、彼らの意気込み
がひしひしと伝わってくるだろう。
　なお、彼らの帰国後の活躍については、旧稿 2010 で調査の及ぶ範囲での叙述を行って
いる。また、本稿に掲載した改訂名簿にも職業遍歴等の記載を入れているので、それぞれ
を参考にされたい。
（3）辛亥革命と千葉医専モンゴル留学生の動向
　辛亥革命に際し、千葉医専清国留学生たちが、紅十字隊を組織して救援活動に赴いた
こと、また当時の日本の新聞が留日清国学生の動静を詳しく報道していたことは、旧稿
2009で紹介した。たとえば、『東京朝日新聞』1911年 10 月 27日付の「千葉医専留学生と
革命」という記事に曰く、「千葉県
（ママ）
医学専門学校留学生は、清国今回の動乱に就て、表面
何気なき体を装ひ居れるも、事実は然らず。同校留学生三十九名中、蒙古人恩和を除く外、
悉く広東四川其他南清の出身なるより、今回の動乱に就ては、革命軍に同情を寄せ、只管
勝利成功を祈りつつある有様なる」云々。
　ここに名前が出てくる「恩和」について、旧稿の段階では、「革命後は千葉医専に戻ら
ず、「中退」となっている」ということしか分らなかった。ところが、「辛亥革命 100 周年
記念国際シンポジウム（神戸会議）論文集」として、2013 年３月に発刊された『グロー
バルヒストリーの中の辛亥革命』（日本孫文研究会編、汲古書院）に収められた田中剛氏
「モンゴル留日学生と辛亥革命」に、「恩和」の名前が出てくる。また同書から、恩和（モ
ンゴル名「恩和布林」、漢名「呉恩和」）が、中国語で「辛亥革命時期的回憶」（『赤峰市文
史資料（漢文版）』第４輯、1986 年 12 月）を残しているとの情報を得られたため、筆者
もこの史料を入手し、実際に当たることができた。
　７ページ余の回想だが、千葉時代について語った部分だけを翻訳し、紹介しておく。
「辛亥革命時期に、私はちょうど日本の千葉医科大学（引用者注―当時は千葉医学専門学校）
に留学していた。中国留学生は当時この学校に数十人いて、皆は救護隊を組織し、進んで
武漢の前線で働き、傷病者の救護に参加した。私自身はモンゴル民族の独立活動が気がか
りとなり、この組織に参加せず、東京に行った。東京農科大学に留学している同郷の伊徳
欽と金永昌を訪ね、一緒に上海に戻った。南洋公学の学生・楊時秀、汪長春、于啓明と務
本女学校の女学生・呉秀貞、葉婉貞などと連絡を取り、この五人が次々とモンゴルに戻る
ことを約束し、独立運動を共同で進めた。（p119）」
　情報量はきわめて少ないが、叙述の中で重要な点は、他の漢族留学生たちが紅十字隊を
組織し、大陸に赴いたのに対し、恩和はそれに与しなかったことである。また、東京農科
大（８）に留学している同胞とともに、中国に戻り、「独立運動」を進めたという点である。
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そのため、千葉医専は必然的に「中退」の形になったのだろう。
　この恩和が日本留学するに至った経緯については、田中論文に詳しい記載がある。すな
わち、恩和は、内モンゴルに 1902 年 10 月創設された「崇正学堂」で学び、速成科の第一
期卒業生となる。その後、そのまま同校で、算学の教員を務めていたが、天津の北洋大学
堂（現天津大学）の実習工廠に派遣され、そこで織布、染色、石鹸製造、ロウソク、チョー
ク、電気メッキ、写真撮影の技術を学んだと言う。
　そして、1906 年 12 月、５名の仲間とともに、日本の振武学校（陸軍士官学校等に入る
ための予備学校）に留学する。３年そこで勉強した後、恩和は 1910 年に千葉医学専門学
校に入学することになる。ちなみに、他の４名のうち、一名は中途退学。もう一人は医学
専攻を希望し、慈恵医学専門学校に入った。残りの二名は、1903 年８月創設された「守
正武学堂」（日本軍人を招聘し、日本の陸軍幼年学校をモデルとした学校）の卒業生で「軍
事教育」の修学を希望していたものの、最終的には、東京農科大学に進んだ（上記の恩和
の回想中にも登場する人物である）。
　すなわち、清末の内モンゴルで新たに創設された学堂の卒業生として、「モンゴル最初
の留日学生」として、1906 年日本にやってきた一人が恩和だったのである。田中氏は、
これらの留学生について、「初期モンゴル留日学生のなかには、その後の内モンゴル近現
代史に足跡を残すものも少なくない。たとえば、東京慈恵医大に学んだ汪睿昌は帰国後、
内モンゴルでは初めてとなるモンゴル文字活字を作成し、出版活動を通じて民族意識の覚
醒を促した。東京農科大学に留学した金永昌や伊徳欽は、1920 年代に内モンゴル人民革
命党に加わって民族運動を展開した。この時の留日体験が、その後の彼らの活動に大きな
影響を与えたと考えられる。（略）つまり、辛亥革命は初期モンゴル人日本留学の到達点
であり、また日本が彼ら留日学生を通じて内モンゴルへより積極的に進出していく起点で
もあった（p77）」と位置づけている（恩和の動静については、格別の叙述はない）。
　辛亥革命時に、千葉医専留学生が、留日同胞に支援を求めるため作成した「檄文」（９）に
は 37 名の留学生が署名しており、そこに恩和の名前もあった。しかし、恩和は「千葉医
専紅十字隊」と別行動を取ったのは先に見た通りである。これについて、田中氏は、「そ
もそもそれが彼の真意だったのか、あるいは学内でモンゴル人が唯一人という状況による
やむを得ないものであったのかどうか、現在のところ確認できない（p90）」とするが、現
状ではその通りと言わざるを得ない。
（4）1910 年代の新聞記事に見える千葉医専留学生
　中国近代史研究者の川島真氏が、1910 年代に発刊された新聞資料の中から、千葉の留
学生に関わる記事を紹介した論考を発表している（10）。その中から、千葉医専留学生に関
わるものだけ、再引用し、紹介しておく。
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①　「留学生の退校処分」『千葉新聞』1909年６月 19日付け
　「千葉医学専門学校清国留学生医科三年生張修爵、李鳴陽の両人は、在学以来非常の放
蕩者にて、去月以来三週間の停学を命ぜられ居りし者なるが、少しも謹慎の様子無く、反っ
て張は千葉町吾妻町の芸者屋千歳家抱へちよ子事野口ろく（二三）に夢中となり、終に同
人を身受けして、旭町に妾宅を構え、又李は同じく竹の家抱へ八千代事齋藤くま（一八）
を呼び込みて、日夜の差別なく騒ぎ廻りし結果、学校側に於ても、終に捨て置ずとなし、
右両名に対し、去る十六日退校処分を為したり」。
②　「留学中の支那学生」『東京朝日新聞』房総特報、1915 年３月 13日付け
　「千葉医学専門学校に在学中なる支那留学生は約三十余名あり。彼等は日支交渉開始以
来寄寄会合協議しつつあるが、仮令如何なる事あるも、断じて帰国せずと言ひ居れり」。
③　「千葉に留学の支那学生動揺」『朝日新聞』東京版、1915 年５月９日付け
　「千葉県医学専門学校に在学中なる支那留学生は約三十余名あり。日支の風雲急を告ぐ
るや、在京の支那公使は軽挙妄動戒むる為め、五日特に「専心勉強せよ」との訓電を寄せ
たるが、彼らは之に安んぜず、学資の中絶を憂慮し、医科四年呉祥鳳（二十七）外二十四
名の生徒は、六日夜猪の鼻山に秘密会合をなし、対時局策の協議を遂げ、七日朝何れも学
校に休校届を提出し、同日午後三時旅費調達の為、上京し、支那公使館に監督を訪問した
るが、遂に夜に入るも帰校せず、当分は帰校せざる模様なり（千葉電話）」。
④　「支那留学生と革命乱　東京留学生団と提携」『東京日日新聞』1915 年 12 月 10 日
　「千葉医学専門学校支那留学生は、今回本国に革命騒動勃発に付き、学生間の進退を決
すべく種々協議の末、四年生余継敏外三名を委員に選みて、上京せしめたるが、委員等は
上京後、直に東京留学生と万事の打合せをなし、結局右問題に就ては、将来東京留学生団
と一致の行動を執る事を申合せ、八日帰葉したり」。
⑤　「雑煮餅を待つ支那留学生」『東京日日新聞』房総版　1916 年 12 月 22 日
　「千葉に残留せるは僅かに三十五六名…絣の着物に小倉の袴…日本人と異りがない…
大部分に共同生活…油っこい豚の料理…雑煮は大好物…日本婦人と結婚…毎月の学費は
二十五円から三十五円…
　千葉医学専門学校に入学中の支那留学生は、一時数十名を算したが、本国に動乱が勃発
したり、政府に内訌が起こったりする度に漸次減少して、目下各学年を通じて、僅かに
三十五六名過ぎない。是等の留学生は、日本に数年滞在して、我国の事情に精通し、日本
語を巧みに操り、而かも絣の着物に小倉の袴を附け、駒下駄を穿いて
▽洋杖を振りながら　大道を散歩する姿は、日本人と些少の異りがない。中には横浜或は
神戸などで生れて、全然故国の山水を知らぬ者も六七名居る。千葉の留学生は下宿生活を
するものが殆ど稀で、大部分は三四人づつ共同で借家し、自炊生活を営んでゐるが、下女
を使ってる者は極めて少く、大概は順番交代で油っこい豚肉のお国の料理に
▽舌鼓を打ち　深夜まで高声で快□を続けてゐる。留学生一同は千葉の豚肉を非常に喜ん
で、本国産以上の美味であると賞讃する。本国では過般改暦の結果、お正月も新暦を使用
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するやうになったが、長年の慣習は依然として旧暦を慕ってゐる。留学生は日本料理を何
んでも好んで食べる。分けても、正月の雑煮餅は大好物で、子供の様に今から
▽待ちかねて　ゐる有様だが、千葉町には南京料理が一軒限りで、加之に満足な料理が出
来ないから、時々友人を誘ひ、団体を作って、東京や横浜に態々南京料理を喰べに行く。
目下千葉町に世帯を持つ日本婦人を娶り、可愛い子供を儲けて、楽しい家庭を作ってゐる
者が五人ある。何れも、新しいお父つさん振りを発揮し、親子三人で
▽活動を見物　に出掛ける。東京辺りの学生には、甘言を以て散々婦人の節操を弄んだ揚
句の果に、愈々学校を卒業すると、無断で本国に失敬する不徳義漢が沢山居るが、千葉の
留学生にはそんな者は無い。孰れも
▽聖人孔子様　の教訓を能く守ってゐる。学業も却々侮り難き成績を有する者がある。支
那人の先天的特性として、金銭の事には頗る細密で、一箇月間の共同生活費に仮令一銭の
端銭を生じても、必ず公平に頭割にする。学資として本国から毎月送金して来ると、金額
は勿論一様ではないが、二十五円か三十五円位の迄の見当である。従って
▽留学生総体　が月に千円位宛の金を千葉町に落とす訳になる。歳末から新年の学校休み
には内地に在住する親戚等に遊びに行って、其家で新年を迎へる者が多い。尤も財政に窮
乏を告ぐる連中は、自炊の家庭に燻って例の豚の丸揚でも食べながら、新春を迎へるさう
だ」
⑥　「支那留学生の短銃携帯出願」『東京日日新聞』房総版、1917年９月 29日付け
　「段内閣の反対者。千葉県医学専門学校支那留学生劉仙信（二八）は、二十八日午前十
時千葉警察署に出頭し、短銃携帯許可願を差出したるが、同署にては大事を取り、直に許
可証を与えず、目下可否を取調中なり。而して、表面の理由は護身用と云ふにあれど、同
人は段内閣成立以来口を極めて段を罵倒し居たりと云へば、目的の那辺にあるかは、蓋し
想像に難からざるべく、用意ならぬ揣摩憶測さへ加へられ居れりと。」
⑦ 　「放蕩から支那学生自殺未遂―千葉医専の生徒」『東京日日新聞』房総版、1919 年７
月 20 日付け
　「千葉医学専門学校薬学科二年生中華民国熊餘款（二三）は、十七日朝東京市小石川区
指ケ谷奥谷方より、無断家出し、行方不明となり、十八日埼玉県浦和町に於て自殺を計り
たるが、目的を達せず、奥谷方に引き渡されたり。同人は六月二十日迄、千葉町字市場笹
吉某方に止宿□、酒食に身を持ち崩して、同町字正面横町支那料理中華亭に百余円の借金
あり。三月下旬より、千葉病院産婆見習生某とも醜関係あり。同所の為、五百余円を費消
したる事実ありと」
　ごく簡単な解説・コメントを付しておきたい。
　まず、政治外交面に関わることから述べておく。②③は、1915 年１月に大隈重信内閣が、
袁世凱政権に突きつけたいわゆる「21 ケ条要求」をめぐる留学生たちの対応ぶりである。
③の日付にあたる５月９日は、中国側が受け入れざるを得なくなった日で、「国恥記念日」
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として記憶され続けたことは周知の通りである。④は、1915 年 12 月に袁世凱が帝政を宣
言したことに反対する「第三革命」あるいは「護国戦争」をめぐる事情と思われる。
　一方、留学生たちの日常生活について、⑤のレポートは、当時の雰囲気を伝える面白い
読み物に仕上がっている。東京の留学生は女性を騙す者が少なくないが、「聖人孔子様の教
訓」をよく守っている千葉の留学生は、35、36 名のうち、５名が日本人の配偶者を持って
おり、みな仲良くやっているとの等々の状況はきわめて興味深い。
　ただ、①⑦を見ると、千葉医専留学生の中にも、やはり「放蕩者」はいたようだ。①の
張修爵・李鳴陽は確かに在籍していたが、両者とも「中退」している。二人は、先に紹介
した「中国医薬学会」一周年記念会（1908 年５月）で研究報告などをしており、頑張っ
ていたように見えたが、「不徳義漢」に堕してしまったのだろうか。なお、⑦の熊姓は、
筆者が作成した名簿の 1917～ 19年には見当たらないので、「自称」の可能性もある。また、
⑧の劉仙信の名もない。ただし、先にも述べたが、中国人は「字（異名）」を用いること
がしばしばあるので、同時期に留学していた「劉」の姓を持つ誰かである可能性はある。
（5）太平洋戦争下における千葉医大薬学専門部の台湾留学生の思い出
　太平洋戦争下の千葉医科大学附属薬学専門部に留学していた廖継思氏からの情報提供に
より、同時期の台湾留学生や帰国後の職業等が相当数はっきりしたことを（1）で述べた。
廖氏が、日本語で執筆された自叙伝『いつも一年生』（財団法人台北市台中一中校友会文
教基金会発行、2010 年７月）は、「中学一年生」、「浪人一年生」、「薬専一年生」、「サラリー
マン一年生」など、人生の節目節目を「いつも一年生」と捉え、生涯を振り返るスタイル
を取っているため、それを書名にしている。
　戦前期、ましてや戦中期に留学していた台湾・中国・朝鮮の元留学生たちは、戦後の日
本との複雑な関係もあり、日本留学の思い出を積極的に残したり、また公開している人は
あまりいない。そうした中で廖氏の回想はきわめて貴重なものと考えられる。
　そこで、本稿では、千葉の薬学専門部に関わる部分を中心に、ごく一部ではあるが、引
用・紹介したい。（なお、以下の小見出しは筆者が付したものである）
①　【戦前期台湾と日本での薬学修学の状況】
　（1940 年前後の）台湾では薬学を学ぶ学校がなく、日本内地でも薬学を志す人が受験で
きる学校は少なかった。旧制高等学校や専門学校を終えて（三年）、入学する大学程度の
薬学部（三年）が東京帝大と京都帝大に各一校あったきりで、学生も研究者を志す人が大
部分で、学生数も少ない。一般の人はいわゆる「薬専」を受験する。それも官立（国立）は、
千葉、金沢、長崎の医科大学附属が三校（各定員五〇名、戦時中は六〇名になる）、公立
は富山、岐阜、熊本の三校（引用者略―私立は八校、女子薬専が三校）あった程度である。
毎年送り出される学生数は一二〇〇名程度で、街の薬局、病院薬局、製薬会社、問屋の広
い範囲をカバーしていた。（p85）
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②　【1942 年頃の千葉の風景】
　予備校（引用者注―城西補習学校）時代、秋葉原から先へは行ったことがなかったから、
千葉の印象は行商のオバさんと芋だけだった。実際にもその通りで、津田沼を過ぎると、
電車は丘陵が起伏する畑の真ん中をひた走りに走る。駅間の距離もぐんと長くなる。だか
ら入試の試験場の下見に行った時は、こんな田舎に……というのが第一印象だった。駅か
ら薬学部がある医大附属病院の裏まで歩くと 30 分かかるのである。（p87）
③　【1942 年の台湾留学生たち】
　（1942 年４月の新入生に対する）歓迎会が行われる。全校一五〇名しかないのに。全員
が入る講堂は本部までいかなければならない。新入生が前列に並び、二年生、三年生が後
ろに陣取ってがやがや発破をかけたり、野次をとばしたりしている。（略）まだ童顔の学
生もあり、大人の上級生の前でおどおどしている。（略）台湾の歓迎会には学部（二名だ
けだった）、臨時医専、薬学専門部の全員が集まったが、総勢九名に過ぎなかった。（p96）
④　【自由な学風を持つ千葉薬専】
　そろそろ学校に慣れてきた頃、天長節がくる。講堂に学生が並び（式典は学部、臨時医
専、薬専合同である）、教育勅語を奉じて学長がそれを奉読し退場すると、それで祝賀式
典が終わる。台中一中でカメ校長に皇民化教育でしばられた人にとって、まさに文化ショッ
クだった。カメ校長なら、ここで一時間位講話をするばかりかのちには講話の内容を生徒
に書かせ、級主任がそれを採点しなければならないから、級主任もやはりまじめに聞いて
いる。（中略）
　千葉薬専は官学にしては自由の空気がみなぎっていた。官学がどのくらい優遇されてい
るかというと、授業料が年間八〇円、実験費というのが十円、他に校友会費が十円、しめ
てそれだけである。それも二期に分けて納める。私立の薬専では授業料だけで、一学期
一五〇円していた。全校の定員は一五〇名だが、さまざまな理由で実質一五〇名に満たな
い。教授が六名、助教授が二名で、学生は××教授と呼ばず、大抵××さんだった。（p98）
⑤　【課外活動の楽しみ】
　臨時医専の二年上に台中一中の先輩、鄭さんがいて、同クラスに恒春出身の周さんがい
た。背が高く頭一つくらい高い。高い分、手足も長く、ピンポンではどんな球でも拾って
しまうので、勝ちっこなかった。彼のアパートと近かったので、よく訪ねていった。一方
の鄭さんからは、文化方面の手ほどきを受けた。学内のレコード鑑賞会によく誘ってくれ
た。日比谷公会堂の音楽会に連れて行ってくれたのも鄭さんだった。（p99）
⑥　【戦時下千葉の食料事情】
　千葉のよさが身にしみて分かったのは食べ物からだった。（略）千葉には寒川という小
さな川が市内を流れて、それが海に注ぐところに小さな河口港がある。（略）魚も貝類も
学生にはわけてもらえた。これにたっぷりの野菜をいれた自己流のジンギスカン鍋で舌鼓
をうつのが楽しみだった。（略―ほかに、同窓の台湾人学生）と二人だけの秘密があった。
ヘチマと食用蛙である。日本人はこの二つのものを食べない。（略）あるとき下宿の小母
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さんと近所の小母さんの話を聞いたことがある。「ヘチマがまだ柔らかいのに無くなるん
だ。どうしてだろうね」と言っていた。まさか私が食べたとも言えないから、その後はな
るだけ遠く離れたところで失敬することにした。食用蛙は最高のご馳走だった。これは元
来学部で実験用につかっていたのが逃げ出して野生化したもので、丸々と肥っており、わ
れわれの目には垂涎の的だった。台湾にはこんなに大きな蛙にはめったにお目にかかれな
い。（略）鶏肉よりもうまいのに、日本人はどうして食べないのだろうかといつも話した。
　戦後の物資統制は府県単位で行われていたので、東京では配給が難しくなっていたリン
ゴやナシ、それにサトイモなどが千葉では簡単に買えた。（p100 ～ 104）
⑦　【台湾と日本の軍事演習の違い】
　夏休み前に定例の軍事演習がある。例年富士山麓の演習場で行っており、ついでに登山
していたが、交通事情が悪くなっているので、県内の一ノ宮演習場にかわった。台湾の演
習は湖口の演習場で一週間おこなわれるが、それに比べるとはるかに楽で半分あそびムー
ドだった。夜はストーム、焚き火を囲んで大騒ぎするのがきまりで、これで新入生の行事
が完了する。（略）帰路、日蓮上人ゆかりの勝浦に一泊。どう見ても遊山気分で、台湾の軍
事演習とはちがったものだった。演習がすむと夏休みに入った。われわれが入学した昭和
17（1942）年までは、このように一学期が過ぎたし、一年も正常だったが、次の年からそ
ういうわけにはいかなかった。勤労奉仕が加わり、その分学科が削られるのである。（p107）
⑧　【夏休みの楽しみ―海水浴】
　夏休みのもう一つの行事は泳ぎだった。海岸まで歩いて二〇分程度、そこから和船を漕
いで外海へ出る。遠浅なので、そこでも十分背が立つ。東京からほとんど毎週のように友
人が来て泳いで帰っていく（11）。もっとも最大の楽しみは、千葉で芋や海産物をたべるこ
とだったらしい。（p107）
⑨　【志願兵制度開始とそれへの対応】
　この年（1943）の秋、台湾人の志願兵制度が発布された。翌日、早速千葉医大全学の配
属将校・渥美大佐から呼び出しがあり、「志願兵制度ができたがどうするか」と質問された。
「あと一年ですから、学業を完成してから専門分野で志願します」と答えたら、「うむ、よ
し」とそれで終わった。文科系の人はそうはうまくいかなかったらしい。」（p113）
（6）戦前期における台湾からの医学留学生の動向
　今回の留学生名簿の改訂に際し、卞鳳奎氏が台湾で発刊した『日治時期　台湾留学日本
医師之探討』（2011年 12 月）も参考にしたことを（1）で述べた。
　同書で知り得た内容の一部を、留日医学生の特色に関する部位のみを紹介しておきたい。
①　台湾学生と中国学生の留学先の相違
　同書は『台湾医師名鑑』に掲載されている 3397 名の医師のうち、1140 名を元留日医
学生と認め、一覧表にしている（全体比 34％。同書 p446）。そして、この 1140 名の留学
先も整理しているが、最も多く在籍していたのは、東京医学専門学校（現　私立東京医
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科大学）の 212 名だった（留日学生全体比 18.0％）。第二位は昭和医学専門学校（私立
昭和大学医学部）の 135 名（11.8％）、第三位岩手医学専門学校（私立岩手医科大学）86
名（9.5%）、四位日本大学医科 86 名（7.5%）、五位東京女子医学専門学校（東京女子医科
大学）67 名（5.9%）、六位日本医科大学 64 名（5.6%）と続き、第七位九州医学専門学校
（私立久留米大学医学部）63 名（5.5％）、そして第八位に至り、ようやく最初の官立学校
として、名古屋帝国大学が登場し、その留学者数は 40 名（3.5%）だった。以下、長崎医
大、九州帝大医学部と続き、全部で 35 の医学校が挙げられている。
　同書によれば「千葉医科大学」の卒業者は４名のみとされ、全体比は 0.4% であった。
ただ、筆者の調査では、千葉医専・医大時代を通じ、医学科に入学した台湾学生は 12 名、
卒業できたのは６名と見て改訂名簿に示した。とは言え、いずれにしても、日本の医学校
へ留学した台湾人の中で、千葉医大の占める割合が極めて低かったことは事実である。
　ところで、旧稿 2009で明らかにしたことだが、千葉医専・医大は、中国（清国・中華民国）
から医学薬学を学ぶため留日した学生たちの最大の受け入れ校だった。1930 年ころの調
査によると、医薬を日本で学び帰国した 789 名のうち、154 名が千葉医大出身で、全体比
は 20％にものぼる。第二位は長崎医大の 102 名（13％）、第三位は東大医学部 99名（11％）、
第四位東京医専 62 名（８％）、第五位東京女子医専 62 名（８％）、第六位九大医学部 37
名（５％）と続く（12）。千葉の受け入れが最大であった理由は、1908 年から 22 年までの
15 年間、中国医学薬学留学生の指定校になっていたため（13）でもあるが、それに比すると
台湾留学生の数が少ないことに驚かざるを得ない。
　大掴みに言えば、中国留学生は千葉医専を筆頭に官立学校に入る者が少なくなかったの
に対し、台湾学生は私立の医学校に進む人が多かったように見える。台湾学生は、日本の
官立学校に入りにくかった、あるいは富裕層が私立への進学を推し進めた等、いくつかの
推定はあるが、この点は改めて追跡精査しなければならないだろう。
②　子弟すべてを日本留学させた事例
　卞氏の著作により、1912 年に千葉医専に初の台湾留学生として入りながらも中退した
「林澄瑩」（No100）が、のち、新潟医専に移った事実が判明したことは、（1）で述べた通
りである。
　さらに、卞氏の著作（p82）には、「子弟を日本留学させた代表的家族」として、林澄瑩
の父である林汝言の事例が挙げられている。それによれば、林汝言は８名の子どもをすべ
て日本留学させていて、①林澄波は東京高等工業学校、②林澄瑩は新潟医専、③林澄清は
大阪府立医大、④林江柳は第一高等学校（同校で最初に学んだ台湾人だったとのこと）、
⑤林貫世は東京慈恵医大、⑥林鑽燧は法政大学経済、⑦林澄秋は東京農業大学、⑧林澄洲
は法政大学英文科および中央大学法学科で学んだと言う。
　さらに、卞氏の著作からではないが、1930 年卒業の盧茂川（No227）も兄弟のすべてが、
日本留学していたことが分かった（14）。父の名は、盧壬興といい、台中市の名士だったよ
うだが、長男の「茂川」は千葉医大薬学科、次男は大阪商大、三男は早稲田大学政経科、
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四男も早稲田の法科、長女は明治大学、次女は九州大学でそれぞれ学んだと言う。
　本稿の趣旨からは、ズレてしまうが、台湾有力者子弟の日本留学の一つの形を知ること
ができるため、この点も併せて紹介しておきたい。
おわりに
　本稿は「史料紹介」を目的とした補論なので、「まとめ」として述べることはほとんどない。
今後も継続的な史料収集を重ねる中で、戦前期日本への留学生（とりわけ東アジアの若者
たち）の総体に少しでも近づいていきたいと考えている。
　なお、末尾となってしまったが、貴重な情報を提供いただいた廖継思氏に改めての謝意
を表し、拙稿を閉じることとしたい。
注
１　両論文とも電子ジャーナルに収められており、論文名を検索器に入れると、PC上で閲覧
ができる。
２　「革命」欄に●を付したのは、他学校で学ぶ中国医薬学生や在日華僑たちに支援を求める
ため、千葉医専在学の中国学生が作成した檄文（旧稿2009、ｐ54）に署名した学生たちで
ある。また檄文作成前に帰国するなどしたが、学校に在学し、紅十字運動等に関わったこ
とが『校友会雑誌』などで確認できた学生には▲を付している。とは言え、●▲は限定的
な印に過ぎず、それ以外の人物が（とりわけ革命勃発前に卒業帰国していた人たちが）革
命に何らかの関わりを持ったことはもちろん想定される。
３　表に掲載した氏名等は、『校友会雑誌（千葉医学専門学校）』（千葉大学附属図書館亥鼻分
館蔵）、『千葉医学専門学校一覧』、『千葉医科大学一覧』（国立国会図書館蔵：一部は国会
図書館のウェブ上の電子図書館「近代デジタルライブラリー」から閲覧できる）を基本と
し、「中国留日学生監督処文献」（早稲田大学図書館蔵）や東京都立中央図書館「実藤（恵
秀）文庫」所蔵の諸史料も適宜参考にした。
　　　とりわけ、実藤文庫に収められている『日本留学中華民国人吊調（６～10版）』（興亜院
政務部作成、1940年）は、日本の諸学校が中国学生を受け入れた初期から1939年ころまで
の卒業生の姓名、卒業年度、原籍、備考（現職など）をまとめ、それのみか「中途退学者」
（入学年月、退学年月）も挙げており、きわめて有益である。ちなみに、この「調」では、
千葉医専・医科大の卒業生・在学生は総数152名、中退者42名とされている。
　　　一人一人の典拠については、煩瑣となるので割愛するが、史料によって名前などが異な
るケースは相当あった。最も簡便にチェックでき、信頼を寄せたいところの医学部、薬学
部の同窓会名簿についても、歴年の転記ミス等のためか、氏名の誤記および名簿そのもの
から遺漏している（と思われる）学生が少なくなかったことを付記しておく。
４　これは、安徽医科大から、千葉大学医学部に送られた資料のコピーを筆者が入手したもの
に基づく。
５　1902年に日本の医療関係者が東アジア諸国への医療技術提供や連携を目的に「同仁会」を
創設する。この同仁会は、1906年早稲田大学校内に清国学生を主たる対象とした「東京同
仁医薬学校」を創った。ただ、資金の欠乏等で1911年ころには、経営不振となり、在学生
はすべて千葉・長崎・金沢などの官立医学専門学校に転校していったという（丁蕾「近代
日本の対中医療・文化活動―同仁会研究（二）」『日本医史学雑誌』46巻１号、2000年３月）。
なお、この表の85、88番の学生は、1907、08年にそれぞれ千葉医専に入学したことが筆者
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作成の名簿から確認できている。
６　現在の「私立東京医科大学」は、1918年創立の「東京医学専門学校」を起源としているの
で、この学校とは無関係である。したがって、これは東京帝大医学部を指すのかもしれな
いが、ここでは確定しがたい。
７　この「京都医科大学薬科」についても不明である。京都帝大医学部、または京都薬科大学
の前身である私立京都薬学校のいずれかと推定される。
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